



































































































































































































深鍋 鶏肉をのせたパイ料理 壁薄である。 高熱によ
る変質なし。
*材質は記載された順である。
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と、記述している。揚げもの用鍋としては 金 と銀器を最適とし、次に錫器と鉛器を推奨した。銅器での調理は、錆の有無にかかわらず、食品を有害なものにすると た。
材質* 煮る ṭabakh 揚げるqalā 医学的効能と注意
金 dhahab ○（第１**） ○（第１） 強心・強壮・気鬱症に
効果
銀 fiḍḍa ○（第２） ○（第２） ―
素焼き fakhkhār ○（第３） ― 2回以上調理不可
陶製 ḥantam ○（第３） ― 5 回以上使用可・調理
時間は長い
鉄 ḥadīd ○ ― 強精・強壮に効果
銅 nuḥās 不適 不適 調理食品は象皮病を引
き起こす
鉛 raṣās ○ ○（第３） ―
錫 qaṣdīr ○ ○（第３） ―
*材質は記載された順である。** 表の（　）の数字は、推奨順位である。
表３　12世紀マグリブ・アンダルス地域『食物の書』における鍋
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ujībī, ibid., p. 4 ）」となっている。
（
54）
鍋
に
関
す
る
記
述
部
分
は、
「と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
dhukira ’an 」、
あ
る
い
は「と
い
う
こ
と
が
結
論
と
さ
れ
た
nuhiya ’an 」
と
の
書
き
出
し
で
始
め
ら
れ
て
い
る
（
al-T
ujībī, 
ibid., p. 4
参照）
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